
Ⅱ 耐震化状況と耐震化率について

●郡山市立小中学校施設の耐震化状況

S57年以降
建設
（校）

２次診断の結果
Ｉｓ値0.7以上

（改修不要の棟数）

うち改
修済

校舎 59 19 40 38 2 0

体育館 59 29 30 23 0 7

校舎 28 12 16 16 0 0

体育館 27 22 5 2 0 3

※上伊豆島小、下枝分校は休校中のため除く。逢瀬中屋内運動場は社会体育施設のため除く。

● 郡山市立小中学校施設の耐震化率

全棟数
（棟）

S57年以降
建設
（棟）

耐震診断実施済
（優先度調査含む）

（棟）

耐震診断実施率
（優先度調査含む）

（％）

２次診断の結果
Ｉｓ値0.7以上

(改修不要の棟数)
（棟）

S57年以降建設
及び改修済
（棟）

耐震化率
（％）

改修率
（％）

A B C
うち改
修済 D

E F＝E/C Ｇ Ｈ＝B+D+Ｇ Ｉ＝Ｈ/Ａ Ｊ＝Ｄ/Ｃ

校舎 227 96 131 119 131 100% 12 227 100.0% 90.8%

体育館 65 35 30 23 30 100% 0 58 89.2% 76.7%

校舎 119 68 51 49 51 100% 2 119 100.0% 96.1%

体育館 31 25 6 3 6 100% 0 28 90.3% 50.0%

計 442 224 218 194 218 14 432 97.7% 89.0%

※逢瀬中は社会体育施設のため、除く。

 平成29年4月1日現在の耐震化率は下表のとおりです。（文部科学省耐震改修状況調査基準で集計）

中
学
校

※耐震化率とは、全建物の棟数のうち、耐震性がある棟数（昭和57年以降建設の棟及び、昭和56年以前建設で
  耐震改修済みの棟）の割合です。

  S57年以降建設は，新耐震基準（昭和56年6月施行)により建設された校舎等で耐震性があります。
  S56年以前建設は，新耐震基準施行以前(昭和56年5月31日以前の建築確認)に建設された校舎等で耐震化の改修が必要です。

※全国平均耐震化率及び福島県平均耐震化率との比較
      全国平均耐震化率98.8％ 福島県平均耐震化率94.1％（H29.4.1現在）

中
学
校

七中、行健中、小原田中

【棟数】

S56年以前
建設
（棟）

小
学
校

 平成29年4月1日現在の耐震化状況は下表のとおりです。（文部科学省耐震改修状況調査基準で集計）

小
学
校

海老根小、柴宮小、芳山小、行徳小、御代
田小、橘小

【学校数】
学校数
（校）

S56年以前建設
（校） 改修の必要な

学校数
（校）

H29年度改修予定


